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◆ 研究概要 
厚生労働科学研究として，1) 小児反復性中耳炎に対する十全大補湯の有用性に関する多施設共同ランダム化比較試験
（吉崎班，2 年目），2) 正常圧水頭症の疫学・病態と治療に関する研究（新井班，3 年目），3) 漢方薬によるワクチンア
ジュバント効果の検討と臨床応用（済木班，1 年目）に取り組んだ。 
また，新規プロジェクトとして，1) 頭頸部癌の BNCT 療法（放射線補助療法）の臨床試験（医学統計アドバイザー），
2) Prasgrel の脳梗塞患者に対する RCT（IDMC 委員），3) Dronedarone の心房細動患者に対する RCT（IDMC 委員），4) 
Rivaroxaban の TKA/THA に対する RCT（IDMC 委員），5) 脳卒中のリスクスコアの開発（統計専門家），6) くも膜下出血
のグレーディング開発（統計専門家），7) VTE のレジストリー研究（統計専門家），8) 2 型糖尿病に対する 3 種類の経口
血糖降下薬の比較試験（IDMC 委員）を開始した。 
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